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  （百万円未満四捨五入）

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上収益 税引前利益 四半期利益 
親会社の 

所有者に帰属する 
四半期利益 

四半期包括利益 
合計額 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 234,314 15.6 56,700 57.1 45,285 80.4 44,948 79.6 53,673 34.7 

26年３月期第２四半期 202,661 9.1 36,095 △13.8 25,107 △33.5 25,030 △33.6 39,844 93.5 

 

  
基本的１株当たり 

四半期利益 
希薄化後１株当たり 

四半期利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 105.30 105.04 

26年３月期第２四半期 58.00 57.95 

 

（２）連結財政状態 

  資産合計 資本合計 
親会社の所有者に 

帰属する持分 
親会社所有者帰属持分比率 

  百万円 百万円 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 680,680 547,982 541,508 79.6 

26年３月期 704,283 542,648 536,526 76.2 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 30.00 － 45.00 75.00 

27年３月期 － 30.00       

27年３月期（予想）     － － － 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有 

当社の配当金は、最終利益確定後、今後の設備投資や研究開発あるいは企業買収等の資金需要とのバランスを考え、その時点の株価の動向や経 

済環境等を考慮に入れながら決定するため、配当予想は未定とさせていただいております。中間配当金は、10月下旬または11月上旬の第２四半 

期連結累計期間の決算発表時に公表し、期末配当金の予想は４月下旬または５月上旬の期末決算発表時に公表します。 

  

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

（注）当社は、第１四半期（４月１日より６月30日まで）の決算発表時（７月下旬または８月上旬）に第２四半期連結累計期間の連結業績予想

を公表し、第３四半期（10月１日より12月31日まで）の決算発表時(翌年１月下旬または２月上旬）に通期の連結業績予想を公表しております。 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規  －社  （社名）、除外  1社  （社名）HOYA PHOTONICS, INC. 

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：有 

②  ①以外の会計方針の変更                ：無 

③  会計上の見積りの変更                  ：無 

 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 425,782,920 株 26年３月期 435,017,020 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 2,437,945 株 26年３月期 2,922,321 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 426,851,294 株 26年３月期２Ｑ 431,528,688 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商 

品取引法に基づく四半期レビュー手続が実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．当社グループは平成22年３月31日に終了する連結会計年度にＩＦＲＳを初めて適用し、当連結会計年度及び前連結会計年度の連結財務 

諸表につきまして、国際会計基準に準拠して開示しております。 

２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に 

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当た 

っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧 

ください。 

３．当社は、平成26年10月30日（木）に証券アナリスト・機関投資家様向け連結決算説明会を開催する予定です。説明会の資料は、本日、 

東証への開示に合わせて当社ホームページにて公開しております。また、説明会の概要をテキストにまとめたものを後日当社ホームページ 

にて公開いたしますので、ご利用ください。 
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当社ホームページにて公開しております。また、説明会の概要をテキストにまとめたものを後日当社ホームページ 

にて公開いたしますので、ご利用ください。

平成26年10月30日（木）……………… 証券アナリスト・機関投資家様向け連結決算説明会
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

①全般の状況

当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から同年９月30日までの６ヶ月間）の世界経済は、米国を中心

に回復が進みましたが、新興国経済の成長率の鈍化、地政学リスクの顕在化など、なお不透明要因が残っておりま

す。

わが国におきましては、日本政府による経済財政政策等により、企業業績や雇用環境等の改善が見られ、緩やか

な回復基調にあるものの、４月１日の消費税率の引き上げに伴う３月までの駆け込み需要と４月以降の反動減によ

り短期間の景気変動が大きくなっております。また、個人消費を取り巻く環境及び消費全般の基調は引き続き楽観

視できず、先行きが不透明な状況で推移いたしました。 

対米ドル為替相場は７月の月初まで101円台で推移しましたが、ユーロ圏や日本の追加緩和観測を受けて、９月

末には109円台とドル高円安となり、ユーロに対してもドル高傾向となりました。 

当社グループでは、情報・通信事業においては、スマートフォン、タブレット型パソコン（ＰＣ）に関連する

製品及びハードディスク用ガラスサブストレートの販売は堅調に推移しましたが、デジタルカメラに関連する製品

群の販売が引き続き低調に推移しました。一方、ライフケア事業におきましては、メガネレンズ事業で、海外市場

における販売拡大及びセイコーメガネレンズの販社を連結子会社化したこと等により、売上が大きく伸長しまし

た。内視鏡の事業もアジアを中心に堅調に推移しましたが、日本国内市場を中心とするコンタクトレンズ小売業に

おいては、４月１日の消費税率の引き上げに伴う３月までの駆け込み需要と４月以降の反動減により、売上は前年

割れで推移しました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上収益は、2,343億14百万円と、前年同期（平成25年４月１日から同

年９月30日までの６ヶ月間）に比べて15.6％の増収となりました。

９月末にかけて米ドルが対円・対ユーロで高値となったことを受け、為替換算差益を計上したこともあり、税

引前四半期利益は567億円、四半期利益は452億85百万円となり、それぞれ前年同期に比べて57.1％、80.4％の増益

となりました。

税引前四半期利益率は24.2％となり前年同期の17.8％より6.4ポイント上昇しました。

なお、当第２四半期連結累計期間、前年同期ともに非継続事業はありませんので、表示の数値及び増減率は全

て継続事業によるもののみであります。

 

②報告セグメントごとの状況

 報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。（各セグメントの売上収益は、外部顧客に対するものであ

ります。）

（情報・通信事業）

＜エレクトロニクス関連製品＞

半導体関連製品は、スマートフォン・タブレット向けに先端品の販売が堅調に推移し、前年同期に比べて増収

となりました。 

液晶関連製品は、スマートフォン及びタブレットＰＣ等向けに高精度・高解像度の中小型サイズのマスク需要に

加え、４Ｋや大画面のＴＶ向けの大型マスク需要も継続したことにより、製品ミックスの改善も見られ前年同期に

比べて増収となりました。 

ハードディスク用ガラスサブストレートにつきましては、市場の生産調整の影響で出荷が低調に推移していた前

年同期からの回復に加え、Windows XPのサポート終了に伴うＰＣの買い換え需要や、ゲーム機や外付けハードディ

スクなどのアプリケーション向け需要が堅調だったことにより、当第２四半期連結累計期間は増収となりました。 
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＜映像関連製品＞

コンパクトデジタルカメラ、交換レンズ式カメラを含むデジタルカメラ市場では、スマートフォンによる市場浸

食や中国の景気減速による販売不振により販売台数が大幅に減少しております。そのようななか、当社グループは

新硝種・改良硝種関連製品の販売に努めた結果、映像関連製品全体としては前年同期に比べて増収となりました。 

 

この結果、当セグメント（情報・通信事業）の売上収益は870億67百万円と、前年同期に比べて11.7％の増収と

なりました。セグメント利益（税引前四半期利益）は276億92百万円と、前年同期に比べて70.2％の増益となりま

した。

 

（ライフケア事業） 

＜ヘルスケア関連製品＞

メガネレンズにつきましては、セイコーメガネレンズの販社を連結子会社化したことによる増収効果に加え、海

外市場において販売量の増加や販売単価の上昇等により売上が堅調に伸びた結果、前年同期に比べて増収となりま

した。 

コンタクトレンズにつきましては、専門小売店「アイシティ」の新規出店等により販売拡大に努めましたが、３

月の消費税増税前の駆け込み需要の反動により、前年同期に比べて減収となりました。 

 

＜メディカル関連製品＞

医療用内視鏡は、ヨーロッパ地域については、前年同期に販売が好調だったロシアでの需要が一巡したこと、ウ

クライナ情勢の緊迫化等による販売不振もあり、売上は微増にとどまりました。一方、アジア・大洋州地域での販

売は、特に中国、韓国及びインドで好調に推移しました。また、北米市場においても、消化器内視鏡プロセッサ及

びスコープの販売に注力しました。以上の結果、前年同期に比べて増収となりました。 

眼内レンズ(ＩＯＬ)は、2013年２月に生産停止及び自主回収を実施した一部の製品に関しては、前第１四半期連

結会計期間中に生産を再開し、前第２四半期連結会計期間中には海外市場向けに販売を再開しました。主要マーケ

ットである日本市場においては、2014年１月から施設を限定した疫学調査を実施しておりましたが、８月から通常

の販売を再開しました。当期は、既存レンズを中心に販売を強化した結果、前年同期に比べて増収となりました。 

 

この結果、当セグメント（ライフケア事業）の売上収益は1,459億25百万円と、前年同期に比べて18.2％の増収

となりました。一方、セグメント利益は248億47百万円と、24.2％の増益となりました。

 

（その他）

その他事業は主に、情報システムサービスを提供する事業及び新規事業等であります。当セグメント（その

他）の売上収益は13億８百万円と、前年同期に比べて3.3％の増収となりました。セグメント利益は３億20百万円

と、前年同期に比べて52.8％の増益となりました。

 

（２）連結業績予想に関する定性的情報

 通期の連結業績予想

 当社グループの情報・通信事業の製品群は、その多くが中間生産材・部材であり、当社製品を使用して製造され

るハイテク部品、さらにそれらを使用して製造されるデジタル家電製品等最終消費財の景況によってその伸長が大

きく左右されます。また、海外売上比率が大きく、為替変動の影響を受ける可能性が大きいことから、長期の連結

業績予想が困難であります。

 そこで、第１四半期（４月１日より６月30日まで）の決算発表時に第２四半期連結累計期間の連結業績予想を公

表し、第３四半期（10月１日より12月31日まで）の決算発表時に通期の連結業績予想を公表しております。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当第２四半期連結累計期間より、HOYA PHOTONICS, INC.は清算したため、連結の範囲から除外しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① 重要な会計方針

 以下を除き、当社グループが本要約四半期連結財務諸表において適用する会計方針は、平成26年３月31日に終了

した連結会計年度に係る連結財務諸表において適用した会計方針と同一であります。

 当第２四半期連結累計期間の表示形式に合わせ、比較情報の要約四半期連結財務諸表を一部組み替えて表示して

おります。

 当社グループは、第１四半期連結会計期間より以下の基準を採用しております。

IFRS 新設・改訂の内容

IFRS第10号（改訂） 連結財務諸表 ・投資企業である親会社が特定の子会社への投資を、連結する代わり

に、その連結及び個別財務諸表において、IFRS第９号「金融商品」

又はIAS第39号「金融商品：認識及び測定」に従って、純損益を通

じて公正価値で測定する。

IFRS第12号（改訂） 他の企業への関与の開示 ・IFRS第10号に投資企業を追加したことに伴う改訂

IAS第27号（改訂） 個別財務諸表 ・IFRS第10号に投資企業を追加したことに伴う改訂

IAS第32号（改訂） 金融商品：開示 ・金融資産と金融負債の相殺の権利は、「通常の事業活動の場合」及

び「債務不履行、支払不能又は破産の場合」の双方において、いか

なる相手先にも法的に強制可能でなければならないことを明確化

・企業が「金融資産と金融負債を純額で又は同時に決済する意図」を

有しているという相殺要求を満たす決済プロセスについて明確化

IAS第36号（改訂） 資産の減損 ・のれん又は耐用年数が確定できない無形資産の全体の帳簿価額の重

要な部分が配分された、各資金生成単位の回収可能価額の開示につ

いて、減損損失が認識された場合にのみ、算定された回収可能価額

を開示する。

・IFRS第13号「公正価値測定」により開示が要求される「減損した資

産の回収可能価額」の範囲が、減損した資産の回収可能価額のうち

処分コスト控除後の公正価値を基礎としているものに限定されるこ

とを明確化

IAS第39号（改訂） 金融商品：認識及び測定 ・ヘッジ手段であるデリバティブが契約更改（単一又は複数の清算機

関が新たなカウンターパーティーに置き換わることについて、デリ

バティブの当初の当事者が合意）された場合、一定の規準（法律や

規制により、又はその導入等）を満たすならば、既存のヘッジ会計

の継続が認められるよう、限定的に改訂

IFRIC第21号 賦課金 ・政府が課す賦課金について、その支払の原因となる活動に応じて、

負債を認識する。

・賦課金支払の原因となる活動が一定期間にわたって生じる場合、賦

課金を支払う負債は期間の経過に応じて認識する。

・最小の閾値(売上高・生産量等)を達成した場合に支払い義務が生じ

る賦課金は、当該閾値が達成されるまでは賦課金を支払う負債は認

識されない。

 

 それぞれの経過規定に準拠して適用しております。なお、早期適用した基準書はありません。

 上記の基準書については、当第２四半期連結累計期間において重要な影響はありません。
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② 見積り及び判断の利用

 ＩＦＲＳに準拠した要約四半期連結財務諸表の作成にあたり、経営者は見積り及び判断を利用しております。 

 経営者による見積り及び判断は、要約四半期連結財務諸表の報告日の資産、負債の金額及び偶発負債の開示、並

びに収益及び費用として報告した金額に影響を与えております。

 本要約四半期連結財務諸表における重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断は、原則として、平成26年３月

31日に終了した連結会計年度に係る連結財務諸表と同様であります。

 会計上の見積りに利用した仮定は、過去の経験及び利用可能な情報を適切に収集して設定しており、そのため実

績値と異なる可能性があります。

 なお、会計上の見積り及び重要な仮定は、継続的に見直しを行っております。
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３．要約四半期連結財務諸表

 

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円）
 

 
注記

前連結会計年度

（平成26年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（平成26年９月30日）

資産      

非流動資産:      

有形固定資産－純額   129,513 126,870

のれん   10,961 10,950

無形資産   23,947 21,650

持分法で会計処理されている投資   140 185

長期金融資産   9,062 16,935

その他の非流動資産   2,527 2,782

繰延税金資産   13,421 12,684

非流動資産合計   189,571 192,056

流動資産:      

棚卸資産   62,647 66,922

売上債権及びその他の債権   95,529 97,928

その他の短期金融資産   10,492 9,624

未収法人所得税   982 536

その他の流動資産 １ 13,970 14,688

現金及び現金同等物   331,094 298,925

流動資産合計   514,712 488,624

資産合計   704,283 680,680

（注）１．当社は、平成19年３月期から平成23年３月期までの５事業年度につき、エレクトロニクス関連製品の開発・製

造を行う当社の海外関係会社と当社との取引に関して、平成25年６月26日に、東京国税局より移転価格税制に

基づく更正通知書を受領しました。当該更正処分による法人所得税（付帯税を含む）への影響額は8,419百万

円であります。なお、対象事業年度に繰越欠損金があったため、追徴税額は3,309百万円であり、前連結会計

年度において、納付しております。当社の主張と東京国税局の見解は、明らかに相違があるため、法令に則

り、更正処分の取り消しのための手続を進めております。このため、上記影響額を仮払法人所得税として、

「その他の流動資産」に含めております。
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（単位：百万円）

 
注記

前連結会計年度

（平成26年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（平成26年９月30日）

資本及び負債      

資本      

資本金   6,264 6,264

資本剰余金   15,899 15,899

自己株式   △8,890 △7,808

その他の資本剰余金   △2,839 △3,234

利益剰余金   516,243 512,174

累積その他の包括利益   9,850 18,212

親会社の所有者に帰属する持分   536,526 541,508

非支配持分   6,121 6,474

資本合計   542,648 547,982

負債      

非流動負債:      

長期有利子負債   35,829 35,696

その他の長期金融負債   － 235

退職給付に係る負債   1,675 1,684

引当金   2,155 2,122

その他の非流動負債   2,188 2,092

繰延税金負債   2,911 3,045

非流動負債合計   44,758 44,874

流動負債:      

短期有利子負債   27,450 2,106

仕入債務及びその他の債務   40,291 39,546

その他の短期金融負債   152 1,337

未払法人所得税   13,369 8,204

引当金   955 999

その他の流動負債   34,660 35,632

流動負債合計   116,877 87,824

負債合計   161,635 132,698

資本及び負債合計   704,283 680,680
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（２）要約四半期連結包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）

 

(単位：百万円)
 
    前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

  注記 （自 平成25年４月１日 （自 平成26年４月１日

    至 平成25年９月30日） 至 平成26年９月30日）

継続事業      

収益:      

売上収益   202,661 234,314

金融収益   1,187 712

その他の収益   1,496 1,477

収益合計   205,344 236,503

費用:      

商品及び製品・仕掛品の増減   1,470 △2,638

原材料及び消耗品消費高   41,759 44,916

人件費   50,145 56,252

減価償却費及び償却費   16,764 17,023

外注加工費   2,219 3,268

広告宣伝費及び販売促進費   5,691 6,439

支払手数料   9,561 11,055

減損損失   2,059 －

金融費用   625 676

持分法による投資損失   326 17

為替差損益   △4,777 △6,353

その他の費用   43,408 49,148

費用合計   169,249 179,803

税引前四半期利益   36,095 56,700

法人所得税   10,988 11,414

継続事業からの四半期利益   25,107 45,285

四半期利益   25,107 45,285

       

その他の包括利益:      

その後に純損益に振替えられる可能性のある項目:      

売却可能金融資産評価損益   △259 △163

在外営業活動体の換算損益   14,890 8,410

その他の包括利益（損失）に関する法人所得税   106 140

その後に純損益に振替えられる

可能性のある項目合計

 

14,737 8,387

その他の包括利益（損失）合計   14,737 8,387

四半期包括利益（損失）   39,844 53,673

       

四半期利益の帰属:      

親会社の所有者   25,030 44,948

非支配持分   77 337

合計   25,107 45,285

       

四半期包括利益（損失）の帰属:      

親会社の所有者   39,735 53,311

非支配持分   108 362

合計   39,844 53,673
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(単位：円)

 
    前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

  注記 （自 平成25年４月１日 （自 平成26年４月１日

    至 平成25年９月30日） 至 平成26年９月30日）

基本的１株当たり四半期利益      

継続事業   58.00 105.30

非継続事業   － －

基本的１株当たり四半期利益合計   58.00 105.30

希薄化後１株当たり四半期利益      

継続事業   57.95 105.04

非継続事業   － －

希薄化後１株当たり四半期利益合計   57.95 105.04

 

 

- 9 -

HOYA㈱(7741)平成27年3月期第2四半期決算短信(IFRS)



（第２四半期連結会計期間）

(単位：百万円)
 
    前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

  注記 （自 平成25年７月１日 （自 平成26年７月１日

    至 平成25年９月30日） 至 平成26年９月30日）

継続事業      

収益:      

売上収益   102,236 121,242

金融収益   257 352

持分法による投資利益   47 －

その他の収益   959 633

収益合計   103,498 122,227

費用:      

商品及び製品・仕掛品の増減   945 157

原材料及び消耗品消費高   20,756 22,235

人件費   24,323 28,357

減価償却費及び償却費   8,258 8,719

外注加工費   1,116 1,485

広告宣伝費及び販売促進費   2,972 3,361

支払手数料   4,499 5,554

減損損失   1,368 －

金融費用   320 363

持分法による投資損失   － 6

為替差損益   1,032 △6,823

その他の費用   21,939 24,559

費用合計   87,527 87,971

税引前四半期利益   15,972 34,256

法人所得税   3,199 6,933

継続事業からの四半期利益   12,773 27,323

四半期利益   12,773 27,323

       

その他の包括利益:      

その後に純損益に振替えられる可能性のある項目:      

売却可能金融資産評価損益   △24 △136

在外営業活動体の換算損益   2,500 14,836

その他の包括利益（損失）に関する法人所得税   9 156

その後に純損益に振替えられる

可能性のある項目合計

 

2,485 14,856

その他の包括利益（損失）合計   2,485 14,856

四半期包括利益（損失）   15,258 42,179

       

四半期利益の帰属:      

親会社の所有者   12,729 27,150

非支配持分   44 173

合計   12,773 27,323

       

四半期包括利益（損失）の帰属:      

親会社の所有者   15,182 41,874

非支配持分   76 306

合計   15,258 42,179
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(単位：円)

 
    前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

  注記 （自 平成25年７月１日 （自 平成26年７月１日

    至 平成25年９月30日） 至 平成26年９月30日）

基本的１株当たり四半期利益      

継続事業   29.50 64.12

非継続事業   － －

基本的１株当たり四半期利益合計   29.50 64.12

希薄化後１株当たり四半期利益      

継続事業   29.46 63.96

非継続事業   － －

希薄化後１株当たり四半期利益合計   29.46 63.96
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

 

(単位：百万円)
 

 
注記 資本金 資本剰余金 自己株式

その他の

資本剰余金
利益剰余金

平成25年４月１日残高   6,264 15,899 △10,712 △2,313 485,836

四半期包括利益（損失）            

四半期利益           25,030

その他の包括利益（損失）            

四半期包括利益（損失）合計           25,030

所有者との取引額            

所有者による拠出及び

所有者への分配            

自己株式の取得       △1    

自己株式の処分       234 △113  

配当（１株当たり35.00円）           △15,102

株式報酬取引

（ストック・オプション）         123  

所有者による拠出及び

所有者への分配合計       232 10 △15,102

所有者との取引額合計       232 10 △15,102

平成25年９月30日残高   6,264 15,899 △10,479 △2,303 495,764

 

 

注記

     

親会社の

所有者に

帰属する

持分

 

 

非支配

持分

 

 

資本合計

売却可

能金融

資産評

価損益

在外営業

活動体の

換算損益

累積その

他の包括

利益

平成26年４月１日残高   555 △24,797 △24,241 470,733 △187 470,547

四半期包括利益（損失）              

四半期利益         25,030 77 25,107

その他の包括利益（損失）   △163 14,868 14,705 14,705 32 14,737

四半期包括利益（損失）合計   △163 14,868 14,705 39,735 108 39,844

所有者との取引額              

所有者による拠出及び

所有者への分配              

自己株式の取得         △1   △1

自己株式の処分         121   121

配当（１株当たり35.00円）         △15,102 △6 △15,108

株式報酬取引

（ストック・オプション）         123   123

所有者による拠出及び

所有者への分配合計         △14,860 △6 △14,866

所有者との取引額合計         △14,860 △6 △14,866

平成25年９月30日残高   392 △9,929 △9,536 495,608 △84 495,524
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(単位：百万円)

 

 
注記 資本金 資本剰余金 自己株式

その他の

資本剰余金
利益剰余金

平成26年４月１日残高   6,264 15,899 △8,890 △2,839 516,243

四半期包括利益（損失）            

四半期利益           44,948

その他の包括利益（損失）            

四半期包括利益（損失）合計           44,948

所有者との取引額            

所有者による拠出及び

所有者への分配            

自己株式の取得       △30,002 △30  

自己株式の処分       1,511 △577  

自己株式の消却       29,573   △29,573

配当（１株当たり45.00円）           △19,444

株式報酬取引

（ストック・オプション）         212  

所有者による拠出及び

所有者への分配合計       1,082 △395 △49,017

所有者との取引額合計       1,082 △395 △49,017

平成26年９月30日残高   6,264 15,899 △7,808 △3,234 512,174

 

 

注記

     
親会社の

所有者に

帰属する

持分

 

 

非支配

持分

 

 

資本合計売却可能

金融資産

評価損益

在外営業

活動体の

換算損益

累積その

他の包括

利益

平成26年４月１日残高   442 9,408 9,850 536,526 6,121 542,648

四半期包括利益（損失）              

四半期利益         44,948 337 45,285

その他の包括利益（損失）   △105 8,467 8,363 8,363 25 8,387

四半期包括利益（損失）合計   △105 8,467 8,363 53,311 362 53,673

所有者との取引額              

所有者による拠出及び

所有者への分配              

自己株式の取得         △30,032   △30,032

自己株式の処分         934   934

自己株式の消却         －   －

配当（１株当たり45.00円）         △19,444 △9 △19,453

株式報酬取引

（ストック・オプション）         212   212

所有者による拠出及び

所有者への分配合計         △48,330 △9 △48,339

所有者との取引額合計         △48,330 △9 △48,339

平成26年９月30日残高   337 17,876 18,212 541,508 6,474 547,982
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（４）継続企業の前提に関する注記

 

 該当事項はありません。

 

（５）セグメント情報

①報告セグメントの収益源の製品及びサービス

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、最高経営

意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るセグメントであります。

 当社グループは、経営理念にて「情報・通信」及び「生活・文化」という事業ドメインを定めており、当該事業ドメイ

ンでの継続的な企業価値の増大を実現するため、経営資源の配分に関する意思決定を行い、業績をモニタリングしており

ます。

 したがって、当社グループは上記事業ドメインに対応したセグメントから構成されており、「情報・通信」事業、「ラ

イフケア」事業及び「その他」事業の３つを報告セグメントとしております。

 「情報・通信」事業では、情報のデジタル化やインターネットの出現により発展した多種・多様なアプリケーション製

品群を対象分野としております。現代のデジタル情報・通信技術にとって不可欠なエレクトロニクス関連製品と、光学技

術をベースに画像・映像をデジタル情報として取り込むために必要な映像関連製品など、情報・通信分野におけるＩ／Ｏ

（Input/Output Device; 周辺機器）関連製品を幅広く製造・販売しております。

 「ライフケア」事業は、健康や医療分野において日常生活で使用されるヘルスケア関連製品と、医療行為などに使用さ

れる医療機器及び医療材料などのメディカル関連製品を製造・販売しております。当該事業の特徴として薬事法などの承

認・認可を必要とし、高度な技術力と信頼性の高い品質管理体制が重要な要件となっております。

 「その他」事業は、主に情報システムサービスを提供する事業及び新規事業等であります。

 上記のように決定された報告セグメントにおける主要製品及び役務は次のとおりであります。

報告セグメント 主要製品及び役務

情報・通信 エレクトロニクス関連製品 半導体用マスクブランクス・フォトマスク、液晶用マスク、 

ハードディスク用ガラスサブストレート

映像関連製品 光学レンズ・光学ガラス材料、デジタルカメラモジュール、

オプトデバイス、各種レーザー機器

ライフケア ヘルスケア関連製品 メガネレンズ、コンタクトレンズ

メディカル関連製品 内視鏡、処置具（メディカルアクセサリー）、眼内レンズ、人工骨、

金属製整形インプラント

そ の 他 情報システム構築、業務請負
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②セグメント収益及び業績

 当社グループの報告セグメントによる継続事業からの収益及び業績は以下のとおりであります。

                                            （単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日 

至 平成25年９月30日） 

情報・通信 ライフケア その他 小計 調整額 連結 

外部顧客からの売上収益 77,953 123,423 1,266 202,642 19 202,661 

セグメント間の売上収益 109 0 1,042 1,150 △1,150 － 

計 78,062 123,423 2,308 203,792 △1,131 202,661 

セグメント利益 

（税引前四半期利益） 16,266 19,998 210 36,474 △379 36,095 

（注）１．外部顧客からの売上収益の調整額19百万円は、報告セグメントに含まれない研究開発部門によるものでありま

す。

２．セグメント利益の調整額△379百万円には、セグメント間取引消去△0百万円、当社本社部門、研究開発部門及

び海外の地域持株会社に係る損益（関係会社からの受取配当金消去後）△378百万円が含まれております。

 

                                              （単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

至 平成26年９月30日）

情報・通信 ライフケア その他 小計 調整額 連結

外部顧客からの売上収益 87,067 145,925 1,308 234,301 13 234,314

セグメント間の売上収益 99 － 846 946 △946 －

計 87,166 145,925 2,155 235,246 △932 234,314

セグメント利益

（税引前四半期利益） 27,692 24,847 320 52,859 3,841 56,700

（注）１．外部顧客からの売上収益の調整額13百万円は、報告セグメントに含まれない研究開発部門によるものでありま

す。

２．セグメント利益の調整額3,841百万円には、セグメント間取引消去△6百万円、当社本社部門、研究開発部門及

び海外の地域持株会社に係る損益（関係会社からの受取配当金消去後）3,847百万円が含まれております。

 

 

（６）重要な後発事象

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

 

（中間配当決議）

 

平成26年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・総額12,700百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・30円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成26年11月28日

（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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